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世田谷区教育委員会事務局

教育政策部長 古閑 学
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１．世田谷区の概況

●人口＝約８８万 ●区立小学校６４校・中学校３０校

●児童・生徒数 約４万人

世田谷区
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２．学校協議会 （平成９年度～全校に設置）

学 校

PTA

出張所
まちづくり
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同窓会

おやじの会

区行政

青少年委員
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地区委員会

関係する
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消 防
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児童館
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協議会
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《目標》

心豊かな子どもたち
を育てよう
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３．世田谷区教育ビジョンが目指す子ども像

ひとの喜びを自分の喜びとし、

ひとの悲しみを自分の悲しみとすることのできる子ども

生きることを深く愛し、理想をもち、

自らを高めようとする志をもつ子ども

日本の美しい風土によって育まれ伝えられてきた日本の情操や、

文化・伝統を大切にし承継する子ども

深く考え、自分を表現することができ、

多様な文化や言語の国際社会で、

世界の人々と共に生きることのできる子ども
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４-１．世田谷区教育ビジョン 体系図①
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１ 地域とともに子どもを育てる教育

２ 未来を担う子どもを育てる教育

３ 信頼と誇りをもてる学校づくり

４ 教育環境の整備

５ 教育委員会の改革
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４-２．世田谷区教育ビジョン 体系図②
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（１）地域教育力の向上

（２）地域が参画する学校づくり

（３）地域の核となる学校づくり

（４）地域の教育資源の活用

（５）地域の学習拠点としての図書館の充実

（６）家庭教育への支援
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５．世田谷区における地域運営学校

・平成１６年

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」改正

「学校運営協議会」の設置が法律で定められる。

→ 名称を「学校運営委員会」として、設置を進める。
※コミュニティ・スクールを世田谷区では「地域運営学校」と呼ぶ。

・平成１７年４月 小学校３校・中学校２校 計 ５校

・平成１９年４月 小学校９校・中学校３校 計１２校

・平成２０年４月 小学校４校・中学校１校 計 ５校

・平成２１年４月 小学校８校・中学校５校 計１３校

・平成２２年４月 小学校５校・中学校２校 計 ７校

・平成２３年４月 小学校５校・中学校１校 計 ６校 (統合校を含む)
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６．学校運営委員会の構成と役割
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７．世田谷９年教育

平成２５年度 「世田谷９年教育」完全実施

平成１８年 世田谷９年教育の検討開始

平成９年 学校協議会全校設置

平成１７年 地域運営学校指定開始

教育ビジョンで掲げた子ども像の実現に向けて

区民の高い期待と信頼に応えられる 世田谷らしい９年間の義務教育を目指し

区立小・中学校が一体となって推進する様々な取り組み
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８．世田谷９年教育 ３本の柱
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小学生校舎

学び舎【学舎】
（子どもは地域の宝）

１ 学習内容

２ 学校運営

小学生校舎

中学生校舎

・２２年度より近隣の小・中学校で
グループを構成（２９の学び舎）

・共通の目標や教育活動の方針等を
決定し、特色ある取り組みを実施 ３ 教職員への研修・研究

学校への支援

●小・中学校合同(「学び舎」)の取組

「学び舎」校長連絡会・企画委員会

「学び舎」合同研究会

中学校教員の小学校への出前授業

●「学び舎」の特色ある取組
小・中合同地域防災訓練

小学生の中学校授業・部活動体験

●世田谷区教育要領

●学習状況の確認や授業改善などの

取り組みのしくみ
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平成２５年度 「世田谷９年教育」 完全実施

「地域運営学校」の全校指定

平成１９年度

「世田谷９年教育パイロット校」の指定(全校地域運営学校)

平成１８年

世田谷９年教育の検討開始

平成２２年

｢世田谷９年教育の基本方針｣策定

２９の「学び舎」の構成

平成９年 学校協議会全校設置

平成２４年度 「世田谷９年教育」全校実施

平成１７年

地域運営学校指定開始

９．世田谷９年教育と地域運営学校
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１０．地域運営学校 成果と課題

・学校教育活動の充実に向けた気運等の高まり

・学校を保護者や地域が支えることによる安心感の高まり

・学校・家庭・地域間の信頼関係や教育力の高まり

・世田谷９年教育における各学校の学校運営委員会の関わりと役割の明確化

・｢学び舎｣における各学校の学校運営委員会の連携のしくみ

・学校運営委員会と学校協議会の役割･機能の明確化

・｢学び舎｣や学校の運営に関わる関係者や団体のネットワーク構築

・保護者や地域の方々への情報提供の工夫・発信力の強化

・安全・安心の防災教育を、どのように地域と協働して進めていくか







平成 23 年７月１２日 

 

ＰＴＡ会員のみなさま 

希望丘小学校ＰＴＡ会長 

 

ＰＴＡ防災マニュアル作成にあたり、アンケートご協力のお願い 

日頃よりＰＴＡ活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。このたび、学校運

営委員会の意向で、ＰＴＡ防災マニュアルの作成をする運びとなりました。マニュアル作成にあ

たり、アンケートのご協力をお願いいたします。 

 

先日の震災では、お子さんやご家族の安否をたいへん心配されたことと思います。学校やＰＴ

Ａの連絡網で、何度も連絡を試みたのですが、電話やメールが不通の状態で、素早く確実に連絡

をとる手段がありませんでした。緊急メールが届いたのが翌日という方もいました。 

３年生以上の児童は学校にいたので、保護者の引き取りと集団下校で対応できましたが、低学

年の児童は帰宅途中でした。あるお子さん達は、安全ボランティアの方に助けてもらい、近所の

方の庭に避難させてもらい、家の方に送っていただいたそうです。地域の方のおかげで無事に保

護者の方のもとに帰ることができ、本当に良かったと思います。 

これらの事態から、ＰＴＡとして、災害時の対応について、保護者側の対応を考えなければな

らないと痛感いたしました。 

さて、学校から「災害時のガイドライン」が配布されていますが、こちらは手元にありますか？

災害のレベルに応じて、学校がどのような対応をするかが明確に書かれています。保護者の方が、

このガイドラインを熟知していれば、連絡ができない状態でも保護者の引き渡しがあることは分

かるはずですし、引き取り人が設定されているので、保護者が帰れない状態であれば、引き取り

人に連絡し、引き取りに来られるはずなのです。 

マニュアルは作ったところで、理解していただけなければ何にもなりません。手元に置くだけ

でなく、ご自身で、ご家庭でシミュレーションを行い、子どもの災害時の行動について確認して

いくことが必要です。今回の震災を教訓に、家族で防災会議を開いていただけたらと思います。 

児童が、自宅に親がいると思って帰ったところ、留守で夜中まで一人で待っていたという事例

がありました。日頃から、そのような時には子どもがご近所の方に声をかけられるよう、地域の

方と交流をしたり、保護者同士でお互いに預け合えるような関係を築いておくことも大事です。

今回の震災は、ほとんどの児童が学校にいる時間でしたが、児童が外で遊んでいる時間、また一

人でお留守番をしている時間に震災が起きることもありますので、各家庭でよく話し合ってくだ

さい。 

 

今回、震災時のみなさんの状況のほか、意見・要望をいただき、学校とＰＴＡが協力して、災

害時対応マニュアルを作成し、配布したいと考えています。アンケートは、記名で全員提出とな

っていますので、必ず提出をお願いいたします。学校長・副校長・会長・校外委員長（学校運営

委員）のみが目を通します。 

7 月 19 日（火）までに担任の先生に提出してください。 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ用災害時マニュアル作成用アンケート   年 氏名            



 

１，３月１１日、地震発生時の保護者の状況を教えてください。（○をつけてください） 

【 勤務中  外出中  自宅  希望丘小学校内  ほか（    ）  】 

２，地震発生後、すぐに児童の引き取りに向かいましたか？ 

【 すぐに引き取りに向かった すぐには向かえなかった     】 

３，引き取りに行った方、児童を引き取った時間を教えてください。 

【 児童との関係   】【    】 

４，学校からの緊急連絡メール・ＰＴＡからの連絡メールは、いつ届きましたか？ 

【  月     日      時    】 

５，災害時に自分が引き取りに行けないとき、子どもを預けられる方はいますか？ 

【  いる   いない  】 

６，ご自宅の一時避難場所がどこかご存じですか？また、子どもに教えてありますか？  

【 知っている  知らない  】【 教えている  教えていない 】 

７，学校が配布している「災害時・緊急時の連絡・対応」マニュアルは手元にありますか？ 

【 ある  ない   】 

８，低学年の保護者の方、震災時に帰宅途中だった児童の状態を教えてください。 

【                】 

９，帰宅困難になられた保護者の方、場所とかかった時間・状況などを教えてください。 

【                】 

１０，今回の震災で、不安に思ったこと、または意見がありましたらお書きください。 

【                】 
 



ＰＴＡ防災マニュアル作成用アンケート集計結果（68名提出）
世田谷区立希望丘小学校ＰＴＡ

平成２３年７月

①3月11日、地震発生時の保護者の状況（68名回答）

人数

勤務中 20

外出中 16

自宅 29

希望丘小 0

ほか 2

備考：幼稚園

②地震の発生後、すぐに引き取りに向かったか。（68名回答）

人数

向かった 31

向かわなかった 23

その他 14

備考：子どもと一緒にいた

③引き取りに行った方。（55名回答）

人数

母親 38

父親 8

祖父母 4

親戚 0

友人 0

その他 5

備考：児童の姉・兄

③引き取りに行った時間（46名回答）

人数

15時半～16時 16

16時～16時半 13

16時半～17時 6

17時～17時半 3

17時半～20時 7

20時以降 1

勤務中, 20 外出中, 16 自宅, 29

希望丘小, 0

ほか, 2

母親, 38 父親, 8

祖父母, 4

その他, 5

向かった,
31

向かわな
かった, 23

その他, 14

15時半～16時,
16

16時～16時半,
13

16時半～17時,
6

17時～17時半,
3

17時半～20時,
7

20時以降, 1

1



④学校からの緊急メールが届いた時間（49名回答）

人数

15時～16時 10

16時～17時 6

17時～18時 4

18時～19時 2

19時以降 10

不明（覚えていない） 8

届かない 9

備考：未登録者含む

⑤自分が引き取りに行けないとき、子どもを預かってくれる方は？（６６名回答）

人数

いる 42

いない 24

⑥自宅の一時避難場所を知っているか。（59名回答）

人数

知っている 43

知らない 16

⑥一時避難場所を子どもに教えているか。（63名回答）

人数

教えている 39

教えていない 23

別な場所を教えている 1

⑦学校配布の「災害時の連絡・対応」マニュアルが手元にあるか。（60名回答）

人数

ある 37

ない 23

届かない, 9

15時～16時,
10

16時～17時,
6

17時～18時,
4

18時～19時,
2

19時以降, 10

不明（覚えて
いない）, 8

いる, 42 いない, 24

知っている,
43
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16
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39
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ある, 37 ない, 23

2
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